
研究主題
自ら「学び続ける力」の育成

令和２・３年度 熊本県教育委員会指定「熊本の学び」研究指定校 学力向上プロジェクト研究

令和２・３年度 天草市教育委員会指定「学力充実」研究推進校

天草市立本渡中学校公開授業

【主題設定の理由】
〇国や県の学力・学習状況調査の分析に基づき、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた
授業の工夫改善を行い、熊本の授業づくりの質を高める計画的、組織的な取組を推進する
必要がある。

〇授業づくりにおいて、生徒が「分かる」「できる」を実感しながら学習意欲を高め、「自
ら『学び続ける力』を身に付ける」ことを目指したこれまでの取組を一層進めながら対話
的な学びの充実を図り、深い学びへとつなげていきたい。

〇自分に必要な学習のための計画的な家庭学習の実現に向けて、学校・生徒・家庭で連携を
図りながら家庭学習の充実につながる取組を進めていきたい。

【研修組織】
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〇つながりのある教育活動の実践
・学級集団づくり
・あいさつ運動の推進
・地域とのつながりづくり

研究推進
委員会

【研究仮説】
生徒に身に付けさせたい資質・能力を育成するために、生徒が問いを発し、課題に主体的
に立ち向かい、学びを深める授業改善とともに家庭・地域と連携を図りながら学習効果を高
めるための取組を推進することで、改善・充実の好循環を生み出し、生徒の自ら「学び続け
る力」の育成が図られるであろう。

【生徒に身に付けさせたい資質・能力】
生徒に身に付けさせたい資質・能力として「行動する力」「思いやり認め合う力」「学び
続ける力」を掲げる。特に「学び続ける力」の育成については、何が課題なのかを考える
「課題を見つける力」、どうすれば解決できるのかを考え、判断する「見通す力」、行動に
移し解決に向かう「解決する力」、自らの学びを振り返り新たな課題を発見する「振り返る
力」に分類し、授業改善を行っていく。また、学習習慣の形成と人間関係づくりについても
重点課題として取り組んでいく。

〇計画的な家庭学習への取組
・「学習計画タイム」の充実
・自学ノートの改善
・定期テストへの取組の工夫
〇家庭との連携
・家庭学習チェックリストの活用

〇授業改善への取組
・単元デザインを取り入れた授業づくり
・学習課題の持たせ方の工夫
・見通しの持たせ方の工夫
・課題解決のための工夫
・まとめや振り返りの工夫
〇共通実践事項の共有

子供が問いを発し、
課題に主体的に立
ち向かい学びを深
める授業改善の推
進を行う

より効果的な家庭
学習の取組方法を
検討し、提案する

支え合い、高め合
う風土づくりを進
める
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【経営の基盤】 

「つながりのある教育活動の実践」 
生徒と生徒 生徒と先生 先生と先生 学校と家庭・地域 

 

学校運営協議会 ＰＴＡ活動 教職員集団 生徒会活動 
本渡中校区教育推進会議 若竹会 

重点的に育成を目指す資質・能力 
  （自立）：行動する力 
  （礼節）：思いやり認め合う力 
  （探求）：学び続ける力 

 

目指す生徒の姿 
〇自らの気づきで積極的に行動する生徒 
〇人との関わりを大切にし、相手を思いやり、 
自他共に認め合う生徒 

○自ら課題を見つけ、解決のために挑戦し、 
主体的に学習する生徒 

 

【学校教育目標】 
１０年後、２０年後の社会を 
   たくましく生き抜く 
         基礎力の育成 

目指す学校の姿 
○活力と自信に満ちた学校 
○地域に信頼され、地域と 
ともにある学校 

○生徒にとって一人一人が
大切にされ、安心して 
学べる学校 

○全職員の参画でより良い
学校を創り上げる学校 

〔令和２年度グランドデザイン〕 天草市立本渡中学校 

 

行 政 

学校 

Ａ 
（改善） 

目指す教職員の姿 
○教育者として誇りと使命
感を持つ教職員 

○情熱と豊かな人間性を 
持つ教職員 

○教科等の専門性を深めよ
うとする教職員 

○教育的愛情を持って生徒
に関わる教職員 

生徒 学校 

Ｐ 
（計画） 

Ｄ 
（実践） 

※知識・技能に関わる
事項 

※思考力・判断力・表現力

に関わる事項 

※学びに向かう力・人間性

等に関わる事項 

Ｃ 
（評価） 



「熊本の学び推進プラン」に基づいた単元デザイン

１

〇単元終了時の生徒の姿

「単元の目標」「単元の評価規準」などを根拠に生
徒の単元のゴールの姿を設定する

２

〇単元を通した学習課題

単元のゴールに迫る、単元を通した学習課題を設
定をする

５
〇生徒との共有化

単元の過程やゴールの姿を生徒と共有する

単元を通して学んだ姿を設定し、内容や時間のまとまりを見通して授業を構想しています。

単元における時
間や内容のまとま
りにめあてを設け
る

単元のゴールを
掲示しながら授業
を進める
（英語科の取組）

大切にしていきたい
３項目

３

〇単元で働かせる見方・考え方

学習指導要領に基づき、単元で働かせる見方・考
え方を具体化する

４

〇単元の学習計画

単元全体を見通して、単元のゴールの姿を実現す
るための学習計画をまとまりとして設定していく



習慣づくりプロジェクト

学習計画タイム

定期テストへの取組

これまで学習習慣の確立を図るた

めに本校で取り組んできた「自学タイ
ム」をより充実させるため、家庭で取
り組む学習の計画づくりを中心にした
「学習計画タイム」に変更しました。
「学習計画タイム」では、家庭学習の
教科、内容、時間について担任が生
徒一人一人へアドバイスを行ってい
ます。

自学ノートの改善

授業と家庭学習の
つながりを持ったサ
イクルをつくってい
ます。

定期テストに向け
て学習計画を立
て、その取組を担
任がチェックして
います。

定期テスト後には、
テストに向けた取組
の振り返りを行い、
今後の学習の取組
を考えています。

学習計画タイムの進め方について、生徒会学習委員会
で説明用プレゼンテーションを作成し、オリエンテーショ
ンを行い、全校で同じ取組ができるようにしています。

 その日にあった５教科（国社数理英）は、
その日のうちに復習することを基本として
います。また、土日は１週間の総復習に取
り組んでいます。

計 画 的 な 家 庭 学 習

家 庭 と の 連 携

家庭学習チェックリストの
活用

生涯学び続けることができるように、授業と

家庭学習のサイクルをつくったり、家庭との連
携を図ったりしながら、より効果的な家庭学習
の取組方法を検討し提案していきます。

定期テスト学習計画表

「友達の自学ノートに学
ぼう」の掲示コーナー

家庭学習のチェックリスト（家庭編・生徒編）を
成績カードと共に配付し、保護者にも家庭学
習への働きかけをお願いしています。

定期テストの成績について、学習計画・振り返
り・家庭学習チェックリストを１つのファイルに
まとめてポートフォリオにすることで、生徒が
自らの学習について、ＰＤＣＡサイクルを確立
できることを目指しています。



共 通 実 践 事 項 の 共 有

研究授業の事前検討会

 「熊本県学力・学習状況調査」の結果を受け、生徒
の実態把握を行い、具体的な生徒の姿を共有して
います。

研究授業の事前検討会で、「熊本
の学び」における「大切にしていき
たい３項目」などを中心にした授
業参観の視点を共有しています。

研究授業の実施

年間１２回の研究授業を行い、研究の
視点に沿った各教科等の授業実践を
重ねています。

Ｃ

研究授業参観シートを用いながら、参観
の視点に沿って授業を検証しています。

授業参観シートの活用

Ｐ

Ｄ

Ｐ

（計画）

Ｄ

（実践）

Ｃ

（評価）

Ａ

Ｐ

バトン・パスシートの活用

授業づくりプロジェクト

Ａ

（改善）

授業研究会では、参
観の視点に即して検
証を行い、「バトン・
パスシート」を作成し、
次の研究授業で改
善する共通実践事
項を共有しています。

生徒が問いを発し、課題に主体的に立ち向か
い、学びを深める授業づくりを推進していきます。
また、共通実践事項を共有するために、生徒の
実態把握を行い、研究授業を重ねながらＰＤＣＡ
サイクルを機能させ、研究を深めていきます。

＜参観の視点＞

 「なぜ」「おそらく」が生まれ
る学習課題が設定されてい
るか

 「やってみよう」「なるほど」
が生まれる工夫がされてい
るか

 「分かった」「できた」「もっと
やってみよう」が生まれるま
とめや振り返りの工夫がさ
れているか

 「単元終了時の生徒の姿」
に向かう手立てが行われて
いるか

「次回の研究授業では、
本時のまとめなどで、生
徒が自分の言葉で説明
する場の設定を行いま
しょう。」

次の授業者へのメッセージ

Ｓ
（共有）

Ｓ
（共有）

Ｓ
（共有）

Ｓ
（共有）

生徒の実態分析



学習過程

つかむ
「課題を見つける力」

学習課題の持たせ方の工夫
日常生活と結び付けた課題設定

動画などを用いながら学習課題を日
常生活と結び付け、課題意識を高め
るようにする。

（理科の実践から）

単元のゴールとのつながりを
意識した学習課題の設定

１単位時間の中で、生徒が学ぶ意味
を問いながら学習に取り組めるような
課題を設定する。

（英語科の実践から）

さぐる
「見通す力」

ふかめる
「解決する力」

まとめる
「振り返る力」

見通しの持たせ方の工夫
キーワードや図式化による

既習事項の確認
本時に必要な既習事項をキーワード
を用いたり図式化して整理したりしな
がら示し、確認を行う。

（数学科の実践から）

課題解決のための工夫
課題解決のための
効果的なＩＣＴの活用

古文の文章をすらすらと読むことがで
きるようになるために、１人１台のタブ
レットを準備し、各自の理解度に合っ
たスライドを活用して練習を行う。

（国語科の実践から）

課題解決のための話合い活動
それぞれの考えを班で交流し合い、疑
問点を解決しながらよりよい考えを導
き出す。

（国語科の実践から）

まとめ・振り返りの工夫
単元のゴールを意識した
本時のまとめ・振り返り

ワークシートや振り返りシートを活用
することで、本時で何を学んだのか、
学習内容がきちんと理解できたのかを
確認する。

（社会科の実践から）

活動･指導の様子手立ての工夫

生徒の「なぜ」「おそ
らく」が生まれる学習
課題の設定

生徒の「やってみよ
う」が生まれる工夫

生徒の「分かった」
「できた」「もっとやっ
てみよう」が生まれる
まとめや振り返りの
工夫

授 業 改 善
授業づくりでは、生徒が「分かる」「できる」を実感しながら学習意欲を

高め、自ら「学び続ける力」を身に付けることを目指していきます。

生徒の「なるほど」が
生まれる工夫



土台づくりプロジェクト

あいさつ運動の推進

学級集団づくり

地域とのつながり

つ なが り のあ る 教育活動

「生徒と生徒」「生徒と先生」「学校と家庭・

地域」それぞれがつながりのある教育活動の
推進に向けて、支え合い、高め合う風土づくり
を進めていきます。

 「中学生のあい
さつがよくなって
いる」との新聞投
稿を教室に掲示
し、活動の成果
を実感させてい
ます。

 「第７回あまくさ子ども
芸術祭」の企画・運営
に携わるために、地域
学校協働活動推進員
から生徒へ参加の呼び
かけを行っています。

生徒会が中心となって、朝のあいさつ運
動に取り組んでいます。また、学級ごとに、
当番を決め全校生徒が取り組むことで、
挨拶への意識向上につなげています。

 ＰＴＡ生活育成委員会
の朝の見守り活動や、
生徒達との草取りボラ
ンティア活動、資源物
回収を行っています。

地域交流や、生徒達の心の育
成のために、朝の読書活動時
に、地域の方による読み聞か
せを実施しています。

学級内の実態に合わせて、班編制の工夫を
行っています。また、「話合い活動の充実、深
化」 「なかまづくり」「リーダー育成」を目指して
います。

学びを支える人間関係づくりの場としてハートフルタイム
を実施し、対話に関する指導・支援を行っています。そこ
では「傾聴」の大切さや、「協力」の意義などについて班
活動を通して指導を行っています。

学期末に学級の実態アンケートを実施
し、結果を分析しています。また、学級の
課題は生徒達で発見し、改善に向けた
学級目標を設定しています。

「傾聴」の姿勢で相手の話を聞く 班で「協力」して新聞紙タワーをつくる学級の課題を発見し、目標を決定する

通学路であいさつ運動を行う

地域の方による読み聞かせ

朝の見守り活動

地域学校協働活動推進員に
よる呼びかけ

新聞投稿をしてく
ださった地域の方

あいさつ
がよくなり
ましたね。



研究の検証
生徒アンケートを１学期末に実施した。
今後、学期末毎にアンケートを実施し、変容を確認していく。

本年度は、「単元デザインの工夫」を中心として研究を進めてきた。特に「大切にしていきたい３項目」では単
元のゴールや単元を通した学習課題など単元を見通した授業構想を行ってきた。授業づくりでは「学習課題の
持たせ方の工夫」と「見通しの持たせ方の工夫」を中心に、学校全体として取り組みながら実践を重ねている。
今後は、話合い活動の工夫を行いながら対話的な学びの充実を図り、深い学びへとつなげていきたい。
家庭学習の充実に向けた取組としては、「学習計画タイム」を設け、家庭学習の充実に取り組んでいる。生徒会

学習委員会がプレゼンテーションを作成するなど生徒自ら計画を立てて、自分に必要な家庭学習の実現に向け
て取り組み始めた。今後も、学校・生徒・家庭で連携を図りながら取組を進めていきたい。
つながりのある教育活動の実践においては、これまでの学級づくりやあいさつ運動に加え、地域学校協働活

動推進員と協力しながら地域ボランティアの読み聞かせの実施などに取り組んできた。来年度も「生徒と生徒」
「生徒と先生」「学校と家庭・地域」がつながりのある教育活動を実践するために、支え合い、高め合う風土づく
りを進めたい。

習慣づくりプロジェクト 授業づくりプロジェクト 土台づくりプロジェクト

今後の方向性

全学年を通して、ほとんどの生徒
が学校生活や授業で学んだことは
今後に役立つと考えている。しかし、
自ら難しい課題に挑戦しようとする
意欲は高いとは言えない。「学び続け
る力」を育成するためにも、自ら課題
を見つけ、見通し、｢分かった、できた、
もっとやってみよう｣という意識が生ま
れる授業づくりが必要である。

「学習計画表」や「学習計画タイ
ム」の活用により、約７０％の生徒が家
庭学習の計画が習慣化している。し
かし、学習時間のめやすを決めてい
る生徒は約６０％しかおらず、平日の
学習時間については、１時間以下に
なっている生徒が約４０％いる。｢学習
計画タイム｣でより具体的な内容をア
ドバイスをしていかなければならない。

学年によって差はあるものの、友人
と協力し合って学校生活を送っている
生徒は８０％を超える。お互いを認め
合おうとする雰囲気づくりについては
課題もある。班活動が軌道に乗りつつ
あるので、「ハートフルタイム」をはじめ
とする学校全体での取組を通して、支
え合い、高め合う風土づくりを更に進
め、自分の考えを安心して発信できる
環境を整えていく。


